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■人　口　4,941人（－37）

■世帯数　2,417戸（＋ 4 ）

男　2,361人（－12）
女　2,580人（－25）

PHOTO : 3 月 2 日、城西高校神山校にて卒業式が行われました。
　　　　  卒業を迎えた 3 年生は、どなたも晴れ晴れとした表情でした。
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徳
島
県
知
事
感
謝
状
を
受
賞

　
12
月
15
日
、
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
令
和
3
年
度
徳
島

県
知
事
感
謝
状
贈
呈
式
が
開
催
さ
れ
、

相
原
利
章
さ
ん
（
阿
野
字
松
尾
）
に
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
相
原
さ
ん
は
、
平
成
20
年
か
ら
通
算

で
13
年
の
間
、
神
山
町
農
業
委
員
と
し

て
在
職
し
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法

律
及
び
農
地
法
の
適
正
な
執
行
に
ご
尽

力
い
た
だ
き
、
神
山
町
の
遊
休
農
地
の

解
消
や
農
地
の
流
動
化
に
大
き
く
貢
献

し
、
農
地
の
権
利
移
動
や
転
用
に
関
し

て
も
農
業
の
発
展
に
寄
与
し
、
ま
た
農

業
者
年
金
の
加
入
推
進
活
動
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
、
現
在
も
農
業
委
員

と
し
て
活
躍
中
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ

こ
の
度
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
に
お
喜
び
を
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
、
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活

躍
を
お

祈
り
申

し
上
げ

ま
す
。

　
令
和
4
年
神
山
町
議
会
第
1
回
臨
時

会
が
令
和
4
年
2
月
4
日
に
開
会
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、
4
議
案
を
審
議

し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
広
報
か
み
や
ま
で
は
、
議
案
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

■�

令
和
3
年
度
神
山
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
6
号
）
に
つ
い
て

　

今
回
の
予
算
で
可
決
さ
れ
た
事
業

で
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億

2
5
3
8
万
4
千
円
を
追
加
し
ま
し

た
。
今
回
追
加
さ
れ
た
事
業
の
一
部
を

紹
介
し
ま
す
。

　
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
給
付
金
事

業
（
歳
出
1
億
2
3
0
9
万
1
千
円
）

…
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
長
期
化
す

る
中
、
対
象
世
帯
へ
の
生
活
・
暮
ら
し

の
支
援
の
た
め
、
給
付
金
を
支
給
し
ま

す
。

　

徳
島
県
福
祉
灯
油
購
入
費
補
助
事

業
（
歳
出
2
2
9
万
3
円
）
…
原
油
価

格
の
高
騰
に
伴
う
緊
急
対
策
事
業
と
し

て
、
対
象
世
帯
へ
の
灯
油
購
入
費
を
助

成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
活
の
安
定

及
び
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
す
る
事
業

で
す
。

全
員
協
議
会
報
告

■�
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

　
神
山
町
で
は
、
昭
和
46
年
よ
り
町
営

バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
が
、
人
口
減

少
や
交
通
事
情
の
変
化
に
よ
り
利
用
者

の
減
少
が
続
い
て
い
る
。
今
後
も
利
用

者
数
の
回
復
を
見
込
め
な
い
た
め
、
公

共
交
通
の
見
直
し
が
検
討
さ
れ
た
。

　
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
、
財
政
支

出
に
対
す
る
費
用
対
効
果
な
ど
を
目
的

に
、
令
和
4
年
度
に
て
町
営
バ
ス
を
廃

線
し
、
令
和
5
年
度
よ
り
タ
ク
シ
ー
、

自
家
用
有
償
旅
客
運
送
車
両
な
ど
を
活

用
し
た
「
地
域
の
ク
ル
マ
（
仮
称
）」

を
走
ら
せ
る
。
利
用
者
が
自
己
負
担
額

15
％
に
て
利
用
で
き
る
公
共
交
通
と
し

て
、
令
和
4
年
度
中
に
制
度
準
備
を
行

う
。

神
山
町
議
会

第 

1 

回 

臨 

時 

会

�

4
議
案
を
可
決

▲贈呈式の様子

まちの出来事

広報かみやま No.339 6



第
65
回
徳
島
県
社
会
福
祉
大
会

名
誉
大
会
長
表
彰
受
賞

　
こ
の
度
、
髙
野
美
佐
子
さ
ん
（
下
分

字
今
井
）、
西
浦
雅
子
さ
ん
（
阿
野
字

井
ノ
谷
）
に
徳
島
県
社
会
福
祉
大
会
名

誉
大
会
長
表
彰
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
髙
野
さ
ん
は
、
主
任
児
童
委
員
と
し

て
、
地
域
福
祉
の
向
上
を
は
じ
め
、
子

ど
も
た
ち
が
元
気
に
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
学
校
、
保
育
所
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど

も
た
ち
を
見
守
り
、
子
育
て
支
援
に
も

力
を
入
れ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
西
浦
さ
ん
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
長

年
、
地
域
の
県
道
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ

拾
い
を
、
ほ
ぼ
毎
日
続
け
ら
れ
、
神
山

町
の
美
化
衛
生
に
貢
献
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
お
二
人

の
ご
活
躍

に
よ
り
、

神
山
町
の

安
心
・
安

全
、
美
化

が
保
た
れ

て
い
ま

す
。

令
和
3
年
度

森
林
土
木
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

　
一
般
社
団
法
人
全
国
森
林
土
木
建
設

業
協
会
が
主
催
す
る
、
令
和
3
年
度
森

林
土
木
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
神
山
町

役
場
所
属�

河
野
真
二�

建
設
課
長
の
写

真
が
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
協
会
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
森

林
土
木
に
関
わ
る
各
種
事
業
が
国
民
の

生
命
・
財
産
を
守
り
、
森
林
・
林
業
を

基
盤
か
ら
支
え
る
極
め
て
重
要
な
事
業

で
あ
る
こ
と
を
、
広
く
国
民
各
層
に
浸

透
さ
せ
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
同
協
会
が
制
作
す
る
ポ
ス
タ
ー

の
原
画
を
毎
年
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
受
賞
し
た
作
品
は
、
令
和
元
年
度
8

月
14
日
～
16
日
に
か
け
て
の
台
風
10
号

に
よ
り
被
災
し
た
林
道
を
復
旧
し
た
、

林
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
倉
羅
川
井
峠

線
2
号
箇
所
（
令
和
2
年
8
月
31
日
完

了
）
の
工
事
写
真
で
す
。

　
今
年
度
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
全

国
か
ら
37
作
品
、
徳
島
県
か
ら
8
作
品

の
出
品
が
あ
り
、
受
賞
は
、
最
優
秀
賞

1
点
、
優
秀
賞
4
点
、
そ
の
中
で
、
徳

島
県
か
ら
1
名
の
入
賞
で
し
た
。

文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う

文
化
財
等
点
検
実
施

　
1
月
19
日
、
鬼
籠
野
地
区
で
令
和
3

年
度
文
化
財
防
火
デ
ー
に
伴
う
文
化
財

等
点
検
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
文

化
財
保
護
審
議
委
員
や
神
山
消
防
署
員

な
ど
14
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
鬼
籠
野

地
区
に
あ
る
町
指
定
文
化
財
等
を
巡
回

し
、
防
火
対
策
等
に
つ
い
て
検
討
し
ま

し
た
。

　
文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
24
年
1

月
26
日
に
現
存
す
る
世
界
最
古
の
木
造

建
造
物
で
あ
る
法
隆
寺
（
奈
良
県
斑
鳩

町
）
の
金
堂
が
炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損

し
た
こ
と
を
契
機
に
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
神
山
町
で
も
文
化

財
防
火
運
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

神
通
滝
公
衆
便
所
を

新
築
し
ま
し
た

　
神
通
滝
へ
の
訪
問
客
が
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
町
産
材
を
用
い
た
公
衆
便

所
を
新
設
し
ま
し
た
。
外
壁
は
耐
久
性

が
増
す
と
言
わ
れ
る
焼
杉
に
し
、
利
便

性
を
考
え
男
女
兼
用
便
所
を
2
室
設
置

し
、
足
洗
い
場
も
設
け
ま
し
た
。

○
公
衆
便
所
仕
様

　
簡
易
水
洗
式
、
く
み
取
り
槽

　
木
造
平
屋
建
て
六・四
㎡

▲入賞した作品（林道倉羅川井峠線）

▲文化財等点検の様子

▲完成写真
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大
阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
に

川
内
理
江
選
手
が
出
場

　
1
月
31
日
、
大
阪
府
（
ヤ
ン
マ
ー
ス

タ
ジ
ア
ム
長
居
、
周
辺
コ
ー
ス
）
に
て

開
催
さ
れ
た
大
阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン

に
川
内
理
江
選
手
（
大
塚
製
薬
、
神
山

東
中
出
身
）
が
出
場
し
、
第
7
位
に
入

賞
す
る
と
と
も
に
自
己
ベ
ス
ト
を
大
き

く
更
新
し
ま
し
た
。

　
大
会
後
、
川
内
選
手
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

記
　
録

第
41
回
大
阪
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン

　
第
7
位　
川
内
理
江��

2
：
25
：
35

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

―�

今
回
の
レ
ー
ス
、
走
っ
て
み
て
い
か

が
で
し
た
か
？

川
内
理
江
選
手
（
以
下
、「
川
内
」）

　
自
分
に
と
っ
て
は
6
回
目
の
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
の
挑
戦
で
、
事
前
の
練
習
に
つ

い
て
は
順
調
、
良
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

で
調
整
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
今

回
の
よ
う
な
良
い
タ
イ
ム
は
、
正
直
自

分
で
も
驚
い
て
い
ま
す
。

―�

3
月
に
名
古
屋
の
大
会
も
控
え
て
い

ま
す
。
心
境
は
い
か
が
で
す
か
。

川
内　
3
月
13
日
に
予
定
し
て
い
る
名

古
屋
ウ
ィ
メ
ン
ズ
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
大

阪
と
と
も
に
出
場
す
る
こ
と
は
前
も
っ

て
決
め
て
い
ま
し
た
。
こ
の
大
会
で
も

好
記
録
が
出
れ
ば
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ

ラ
ソ
ン
代
表
選
考
会
（
通
称
、
M
G
C
）

へ
の
出
場
も
見
え
て
き
て
い
ま
す
。し
っ

か
り
と
準
備
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

―�

中
学
生
の
頃
か
ら
陸
上
を
続
け
て
こ

ら
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。

川
内　
中
学
生
の
時
に
、
徳
島
駅
伝
で

新
人
賞
を
貰
っ
た
の
は
印
象
が
強
く
、

そ
れ
以
降
も
楽
し
ん
で
競
技
に
関
わ
り

続
け
て
き
た
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
し

た
。
関
わ
っ
て
く
れ
る
方
々
や
応
援
し

て
く
れ
る
方
に
感
謝
し
な
が
ら
、「
ど

ん
な
こ
と
で
も
続
け
て
い
れ
ば
結
果
が

出
る
」
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
川
内
選
手
の
更
な
る
活
躍
に
期

待
し
ま
す
。

ま
ち
ぐ
る
み
研
修
生
活
動
報
告

ま
ち
ぐ
る
み
研
修
生
活
動
報
告

　
神
山
町
ま
ち
ぐ
る
み
研
修
生
と
は
、
町
と
事
業
所
が
連
携
し
な
が
ら
、
技
術
や
知
識
を
学

び
、
次
世
代
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
最
大
3
年
間
の
研
修
期

間
を
設
け
て
い
ま
す
。
令
和
3
年
度
は
、（
株
）
神
山
温
泉
、
神
山
し
ず
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
各
1
名
ず
つ
が
参
加
し
、
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
重
真
由
美
さ
ん

�

（（
株
）
神
山
温
泉
）

　
神
山
町
に
た

く
さ
ん
の
人
に

訪
れ
て
頂
く
こ

と
を
目
的
に
、

観
光
分
野
の
研

修
生
と
し
て
昨
年
の
６
月
か
ら
神
山
温
泉
で

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
神
山
を
知
る
た
め
に
、
色
々
な
方
の
お
話

を
伺
い
、
ゆ
ず
味
噌
作
り
な
ど
の
地
域
行
事

や
ス
ダ
チ
や
稲
の
収
穫
、
森
づ
く
り
な
ど
の

様
々
な
体
験
や
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。
神

山
に
あ
る
素
晴
ら
し
い
景
観
や
文
化
、
そ
れ

を
作
り
守
っ
て
き
た
人
達
の
知
恵
や
技
術
、

生
き
生
き
と
し
た
生
活
か
ら
生
ま
れ
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
。
こ
れ
ら
が
神
山
の
大
き
な
財
産
で

あ
り
、
観
光
資
源
な
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
私
が
発
信
す
る
S
N
S
を
見
て
、
神
山
を

体
験
し
た
い
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
も
ら
い

ま
す
。
様
々
な
変
化
の
中
、
神
山
の
よ
う
な

生
活
、
町
は
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
実
感

し
ま
す
。“
体
験
”“
学
ぶ
”な
ど
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
し
て
学
生
や
若
者
に
向
け
て
発
信
し
、

町
の
声
と
し
て
あ
る
人
手
不
足
な
ど
の
お
悩

み
解
決
に
つ
な
が
る
観
光
の
あ
り
方
も
考
え

て
い
き
た
い
で
す
。
も
っ
と
も
っ
と
町
の
こ

と
を
知
り
た
い
の
で
、
町
で
見
か
け
た
ら
、

ぜ
ひ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

　
鈴
木　
康
亮
さ
ん

�

（
神
山
し
ず
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　
は
じ
め
ま
し
て
、
鈴
木
で
す
。
令
和
3
年

9
月
に
兵
庫
か
ら
神
山
町
下
分
に
引
っ
越

し
、
大
学
に
在
学
し
な
が
ら
神
山
し
ず
く
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
木
工
ろ
く
ろ
と
い
う
器
具

を
使
っ
て
神
山
杉
の
製
品
を
削
る
訓
練
を
し

て
い
ま
す
。
秋
に
は
鬼
籠
野
の
炭
を
使
っ
て

刃
物
を
叩
き
、
冬
に
は
上
分
の
杉
を
伐
採
し
、

今
は
上
角
の
工
房
で
ぐ
い
呑
を
作
る
練
習
を

し
て
い
ま
す
。

　
杉
を
植
え
て
く
れ
た
先
祖
の
人
た
ち
、
活

動
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
師
匠
と
同
僚
、
そ

し
て
暮
ら
し
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
地
域
の

皆
さ
ん
の
助
け
が
あ
っ
て
、
健
康
に
生
活
が

で
き
て
い
ま
す
。
2
0
2
2
年
は
僕
に
と
っ

て
大
学
を
卒
業
す
る
節
目
に
も
な
り
ま
す
。

有
り
触
れ
た
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
傍

ら
に
い
る
人
を
切
に
思
い
や
れ
る
『
親
切
』

な
選
択
を
重

ね
て
い
き
た

い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か

ら
も
「
応
援

す
る
で
」
と

言
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に

が
ん
ば
り
ま

す
。
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　今回は神領にある「左右内製材有限会社」の三辻貴弘さんから
お話しを伺いました。

普段どんな仕事をしていますか？ �
三辻さん「木を切って販売する製材業と家を建てる建
築業をしています。元々製材業だけでしたが、僕が建
築士の資格を取ったこともあり、建築業も行うように
なりました。」

どうしてこの仕事を始めたのですか？ �
三辻さん「以前は外の世界を見たいと思い、県外の大学に進学し就職も県外でしていました。
しかし代々続いてきた左右内製材が父の代で終わってしまうは寂しいと思い、仕事を辞め、
神山町に戻り、今に至っています。その時に建築士の資格も取りました。」

今まで携わった建築で印象に残ったものはありますか？ �
三辻さん「はい、新築工事だったんですが、町産の木を
ふんだんに使用しました。おかげで温かい雰囲気のある
家が完成しました。」

今後の目標や夢はありますか？ �
三辻さん「木ってそれぞれ色や木目が違っていて面白い
んです。そんな木を使って神山町内に木を魅せられるよ
うな家を建てていきたいです。」

最後に広報を読んでくださっている方に一言お願いします。 �
三辻さん「一緒に木を感じませんか？」

　取材後、実際に三辻さんが今建てているコンプレックス（下分字地野）の神山メイカースペースを見せていた
だきました。是非、完成後に見学してみてください。

vol.vol.

44神山町商工会より
▪左右内製材有限会社 �

　次号は、令和 1～令和 3年生まれで 5月・6月が

誕生日の子（町内に住所を有すること）を募集します。

　掲載を希望する方は、役場広報編集委員会まで写真

を送付してください。締切は 4月15日です。

※�掲載回数は 1回までです。複数回の掲載はできま

せんのでご了承ください。

▲左右内製材が施工した木造住宅

9 令和 4年 3月15日発行



地
域
の
消
防
・
防
災
活
動
に
尽
力

地
域
の
消
防
・
防
災
活
動
に
尽
力

消
防
功
労
者
表
彰

消
防
功
労
者
表
彰

　
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
尽
力
し
、

功
績
の
あ
っ
た
消
防
団
員
等
に
各
機
関

か
ら
表
彰
状
・
記
章
等
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
・
か
っ
こ
内
は
所
属
と
階
級
）

徳
島
県
知
事
表
彰

功
労
章

　
荒
　
井
　
充
　
洋

�

（
阿
川
分
団
、
副
分
団
長
）

　
粟
飯
原
　
康
　
弘

�

（
下
分
分
団
、
副
分
団
長
）

　
宮
　
本
　
和
　
明

�

（
阿
川
分
団
第
3
部
、
班
長
）

　
小
　
川
　
利
　
文

�

（
神
領
分
団
第
2
部
、
班
長
）

　
宮
　
本
　
雅
　
昭

�

（
下
分
分
団
第
3
部
、
団
員
）

徳
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

　
竹
　
田
　
正
　
澄

�

（
下
分
分
団
、
副
分
団
長
）

　
鬼
　
田
　
　
　
博

�

（
阿
川
分
団
第
2
部
、
団
員
）

　
河
　
野
　
栄
　
介

�

（
鬼
籠
野
分
団
第
4
部
、
団
員
）

精
績
章

　
鍛
　
　
　
準
　
二

�

（
神
領
分
団
、
分
団
長
）

　
東
　
谷
　
雅
　
史

�

（
神
領
分
団
、
副
分
団
長
）

　
岡
　
本
　
勇
　
治

�

（
鬼
籠
野
分
団
第
4
部
、
部
長
）

　
松
　
原
　
和
　
彦

�

（
上
分
分
団
第
1
部
、
部
長
）

　
河
　
野
　
雅
　
典

�

（
広
野
分
団
第
4
部
、
団
員
）

　
河
　
野
　
優
　
治

�

（
阿
川
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
松
　
浦
　
一
　
也

�

（
神
領
分
団
第
4
部
、
団
員
）

　
森
　
西
　
秀
　
明

�

（
下
分
分
団
第
5
部
、
団
員
）

内
助
の
功

　
佐
々
木
　
信
　
治

　
　
　
妻
　
美
　
紀�

（
鬼
籠
野
分
団
）

　
田
　
村
　
利
　
文

　
　
　
妻
　
春
　
美�

（
広
野
分
団
）

　
阿
　
部
　
三
　
樹

　
　
　
妻
　
澄
　
代�
（
広
野
分
団
）

　
森
　
　
　
　
　
啓

　
　
　
妻
　
幸
　
子�

（
鬼
籠
野
分
団
）

　
宮
　
田
　
良
　
昭

　
　
　
妻
　
洋
　
子�

（
鬼
籠
野
分
団
）

徳
島
名
西
警
察
署

�

防
犯
功
労
者
表
彰

　
阿
　
部
　
康
　
弘

�

（
広
野
分
団
、
分
団
長
）

　
尾
　
道
　
正
　
明

�

（
広
野
分
団
、
副
分
団
長
）

　
大
　
西
　
功
　
一

�

（
鬼
籠
野
分
団
、
副
分
団
長
）

徳
島
県
消
防
協
会

�

名
西
地
方
分
会
長
表
彰

　
東
　
　
　
和
　
孝

�

（
阿
川
分
団
第
4
部
、
班
長
）

　
髙
　
橋
　
義
　
英

�

（
広
野
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
坂
　
東
　
　
　
敦

�

（
広
野
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
尾
木
原
　
　
　
靖

�

（
神
領
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
阿
　
部
　
勝
　
重

�

（
神
領
分
団
第
4
部
、
団
員
）

　
河
　
野
　
宏
　
貴

�

（
神
領
分
団
第
6
部
、
団
員
）

　
河
　
野
　
晴
　
彦

�

（
神
領
分
団
第
6
部
、
団
員
）

　
山
　
口
　
良
　
文

�

（
上
分
分
団
第
2
部
、
団
員
）

神
山
町
長
表
彰

　
植
　
田
　
彰
　
弘

�

（
上
分
分
団
第
1
部
、
部
長
）

　
小
坂
田
　
　
　
達

�

（
上
分
分
団
第
4
部
、
部
長
）

　
永
　
野
　
裕
　
介

�

（
広
野
分
団
第
2
部
、
班
長
）

　
藤
　
井
　
秀
　
和

�

（
阿
川
分
団
第
4
部
、
班
長
）

　
上
　
田
　
直
　
樹

�
（
鬼
籠
野
分
団
第
3
部
、
班
長
）

　
佐
々
木
　
裕
　
孝

�
（
鬼
籠
野
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　
坂
　
本
　
和
　
也

�

（
神
領
分
団
第
2
部
、
団
員
）

　
川
　
口
　
幸
　
司

�

（
上
分
分
団
第
1
部
、
団
員
）

　

今
回
の
受
賞
を
契
機
と
し
ま
し
て
、

皆
様
の
活
躍
が
今
後
ま
す
ま
す
発
展
し
、

さ
ら
に
飛
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念

い
た
し
ま
す
。

退
職
消
防
団
員
感
謝
状

　
久
　
保
　
哲
　
雄

�

（
元
神
領
分
団
、
分
団
長
）

　
濱
　
口
　
督
　
士

�

（
元
広
野
分
団
第
1
部
、
部
長
）

　
河
　
野
　
哲
　
男

�

（
元
鬼
籠
野
分
団
第
2
部
、
部
長
）

　
森
　
　
　
明
　
男

�

（
元
鬼
籠
野
分
団
第
3
部
、
部
長
）

　
阿
　
部
　
真
由
美

�

（
元
女
性
消
防
隊
、
隊
長
）

　
河
　
野
　
正
　
志

�

（
元
神
領
分
団
第
6
部
、
班
長
）

　
粟
　
内
　
　
　
実

�

（
元
広
野
分
団
第
4
部
、
団
員
）

　
相
　
原
　
正
　
弥

�

（
元
阿
川
分
団
第
5
部
、
団
員
）

　
溝
　
田
　
幸
　
男

�

（
元
鬼
籠
野
分
団
第
3
部
、
団
員
）

　
塩
　
田
　
ル
　
カ

�

（
元
神
領
分
団
第
6
部
、
団
員
）

　
上
　
野
　
加
奈
子

�

（
元
女
性
消
防
隊
、
隊
員
）

　
長
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
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生活支援体制整備事業の取り組みについて連載でお知らせしていきます

みんなで どなんぞ しちゃげんで！通信⑩
　神山町では［1］高齢者の困りごとや今ある社会資源の把握［2］地域住民が主体となった支援
体制づくりに取り組んでいます。今号では鬼籠野地区で生まれた新たな社会資源や活動、取り組み
をご紹介したいと思います。

　「みんなでどなんぞしちゃげんで」を合言葉に、高齢になっても、安心してこの地域で暮らし
続けることができるよう、地域住民が主体となった支援やサービスを生み出していくことが私た
ちの役割です。日頃から「支援に関わりたい」、「こんなアイデアがあるので実際にやってみたい」
などと思われている方がいらっしゃいましたら、ぜひ、お声がけください。安心して暮らせる町
づくりを共に考えていきたいと思います。

お問合せ 神山町地域包括支援センター（担当：東・河野）
IP：2031　TEL：088－676－1185

神山つなぐ公社（担当：田中）
IP：4700

①�「もったいない」から
　生まれた交流

　「高校で作っているお花や野
菜を売りに来てほしい」とい
う地域の方からの声とともに、
城西高校神山校の生徒さんた
ちから「高校の畑で採れた野
菜が余ってしまって勿体ない。
なんとかしたい。」という声が
届いてきました。協議体委員
の皆さんのご協力の下、2つ
の地区（鬼籠野・下分）での
販売に繋げることができまし
た。地域の方からは、「若い子
らと話せるんは嬉しい」「野菜、
すごい美味しいんよ」という
声が届
いてい
ます。

③�すだち愛を一筆箋に
　「神山のすだち娘プロジェクト」

　コロナ禍、すだちがなかな
か売れない状況が続いている
中、買ってくださる方々に「自
筆のお手紙を添えられないか」
という相談がNPO法人里山み
らいからありました。そこで、
鬼籠野地区のサロンに来られ
ている皆さんに呼びかけてみ
たところ、「神山のすだち娘プ
ロジェクト」と称し、600枚超
の一筆箋が書かれ、すだちと共
に都会に暮らす方々の元へ旅
立っていきました。「神山の暮
らし」「すだち料理の仕方」な
どが書かれた一筆箋への反響
は大きく、
お礼の絵
手紙まで
届いたそ
うです。

②�若者と高齢者が
　共に集い働く場が誕生

　「町の『農業』を次の世代に
つなぐ」活動を行うFHP（フー
ドハブプロジェクト）は、鬼
籠野地区でも野菜や麦の生産
を行っています。生産した野
菜等の梱包はこれまで町外で
行っていたそうですが「地域
の人たちと一緒にやりたい」
と、FHPから鬼籠野のサロン
へ呼びかけたり、同地区にあ
るNPO里山みらいの協力も得
ながら、高齢者が集い働く場
が生まれています。「みなさん、
作業が早いんです！」とFHP
のスタッフも笑顔で話してく
れました。

11 令和 4年 3月15日発行



総
務
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
1

Ｉ
Ｐ 
2
0
0
1

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

消
防
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

消
防
備
品
を
整
備
し
ま
し
た

��

【
五
反
地
自
主
防
災
会
】

【
五
反
地
自
主
防
災
会
】

　

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
で

は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と

し
て
、
地
域
防
災
組
織
の
育
成
に
必
要

な
備
品
等
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
令
和
3
年
度
の
宝
く
じ
助
成
金
、
地

域
防
災
組
織
育
成
事
業
の
う
ち
、
自
主

防
災
組
織
育
成
助
成
事
業
と
し
て
、
五

反
地
地
区
内
の
8
箇
所
に
野
外
ホ
ー
ス

格
納
箱
と
消
防
用
ホ
ー
ス
の
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
助
成
事
業
に
よ
り
、
迅
速
な

初
期
消
火
活
動
の
実
施
が
可
能
と
な

り
、
地
域
の
防
災
力
の
向
上
に
つ
な
が

り
ま
す
。
五
反
地
自
主
防
災
会
で
は
、

整
備
さ
れ
た
消
防
備
品
を
活
用
し
た
消

火
訓
練
等
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
地

域
防
災
の
向
上
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に

活
動
を
継
続
し
て
い
く
思
い
で
す
。

健
康
福
祉
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
4

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
4

子
育
て
世
帯
へ
の

子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

臨
時
特
別
給
付
金
に
つ
い
て

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
考
慮
し
、
該
当
す
る
世
帯
に
対
し

て
、
児
童
1
人
あ
た
り
10
万
円
を
給
付

し
ま
す
。

支
給
対
象
者
（
所
得
制
限
限
度
額
以
下

で
下
記
①
か
ら
③
の
い
ず
れ
か
の
要
件

を
満
た
す
方
）

①�

令
和
3
年
9
月
分
の
神
山
町
児
童
手

当・特
例
給
付
を
受
給
さ
れ
た
方（
申

請
不
要
）

②�

所
属
庁
よ
り
令
和
3
年
9
月
分
の
児

童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
給
さ
れ
た

公
務
員
（
申
請
必
要
）

③�

平
成
15
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
18
年

4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
児
童

（
高
校
生
等
）
を
養
育
さ
れ
て
い
る

方
（
申
請
必
要
）

④�

令
和
3
年
10
月
1
日
か
ら
令
和
4
年

3
月
31
日
に
生
ま
れ
た
児
童
（
新
生

児
）
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
（
申
請

不
要
）

⑤�
上
記
①
②
③
以
外
で
令
和
3
年
10
月

1
日
以
降
に
令
和
4
年
3
月
分
の
児

童
手
当
・
特
例
給
付
の
受
給
が
決
定

さ
れ
た
方
（
申
請
必
要
）

申
請
書
提
出
期
限

　
令
和
4
年
3
月
31
日（
木
）ま
で（
必
着
）

　
神
山
町
で
は
、
支
給
対
象
者
の
所
得

制
限
を
撤
廃
し
、
特
例
給
付
受
給
者
に

対
し
本
給
付
金
の
支
給
を
決
定
い
た
し

ま
し
た
。
申
請
が
必
要
な
方
で
未
申
請

の
方
は
期
限
内
に
ご
提
出
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
祉
灯
油
購
入
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

福
祉
灯
油
購
入
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

　
神
山
町
で
は
、
原
油
価
格
高
騰
に
伴

う
灯
油
価
格
の
値
上
が
り
が
、
生
活
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
令
和
3
年
度
限
り
の
緊
急
対
策
と

し
て
、
低
所
得
世
帯
に
対
す
る
灯
油
購

入
費
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
金
額
：
1
世
帯
あ
た
り

�

2
、0
0
0
円
（
1
回
限
り
）

　
令
和
4
年
1
月
1
日
現
在
、
神
山
町

に
住
所
を
有
し
、
次
の
支
給
要
件
の
全

て
に
該
当
□
す
る
世
帯
は
、
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
助
成
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、令
和
4
年
3
月
31
日
ま
で
に「
神

山
町
福
祉
灯
油
購
入
費
助
成
申
請
書
」

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

□�

在
宅
で
生
活
し
て
い
る
（
世
帯
全
員

が
施
設
入
所
・
長
期
入
院
を
し
て
い

な
い
）。

□�

世
帯
全
員
が
、
令
和
3
年
度
市
町
村

民
税
非
課
税
で
あ
る
。

□�

令
和
3
年
12
月
以
降
に
、
家
庭
用
暖

房
の
た
め
に
灯
油
を
購
入
し
た
。

□�

次
の
い
ず
れ
か
1
つ
以
上
に
該
当
す

る
世
帯
で
あ
る
。

　
⑴　
生
活
保
護
世
帯

　
⑵　
高
齢
者
の
み
の
世
帯

　
⑶　
障
害
者
世
帯

役場からの
　おしらせ

あゆちゃん
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⑷　
ひ
と
り
親
世
帯

　
詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
9

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
8

神
山
町
賃
借
料
情
報

神
山
町
賃
借
料
情
報

　
農
地
法
52
条
の
規
定
に
基
づ
き
市
町

村
ご
と
に
賃
借
料
情
報
の
提
供
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
元
年
1
月
か
ら
令
和
3
年
12
月

ま
で
に
町
内
で
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た

賃
貸
借
に
お
け
る
賃
借
料
の
平
均
額

（
10
ア
ー
ル
あ
た
り
）
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

※�

な
お
、
こ
の
「
賃
借
料
情
報
」
は
調

査
期
間
中
に
有
償
で
貸
し
借
り
さ
れ

た
事
例
の
集
計
値
で
あ
り
、
拘
束
力

は
あ
り
ま
せ
ん
。
賃
借
料
決
定
の
参

考
と
し
て
提
供
す
る
も
の
で
す
の
で
、

実
際
の
貸
し
借
り
の
契
約
の
際
に

は
、
貸
し
手
と
借
り
手
で
よ
く
話
し

合
っ
て
賃
借
料
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

税
務
保
険
課
Ｔ
Ｅ
Ｌ
0
8
8 －

6
7
6 －

1
1
1
5

Ｉ
Ｐ 

2
0
0
5

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ

い
て
い
て

　
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
及
び
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
を
次
の
と
お
り
関
係
者

の
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

○
縦
覧
期
間

　
令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら
5
月
31
日

ま
で
（
た
だ
し
、
期
間
中
の
土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
）

○
縦
覧
時
間

　
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分

ま
で

○
縦
覧
場
所

　
神
山
町
役
場�

税
務
保
険
課

※�

「
関
係
者
」
と
は
町
内
に
所
在
す
る

土
地
及
び
家
屋
に
対
し
て
課
税
す
る

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
・
納
税

管
理
人
及
び
納
税
義
務
者
の
委
任
状

を
持
っ
た
代
理
人
な
ど
固
定
資
産
税

に
直
接
関
係
の
あ
る
人
を
い
い
ま
す
。

※�

縦
覧
に
は
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免

許
証
な
ど
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

平均額
(円 )

最高額
( 円 )

最低額
( 円 )

データ
件数

田
（水稲） 16,240 92,592 1,000 21件

（37筆）

畑
（普通畑） 19,542 92,592 1,000 16件

（42筆）

畑
（樹園地） 14,886 45,000 5,000 17件

（24筆）

神山中学校建設工事の進捗状況について神山中学校建設工事の進捗状況について
（令和4年2月下旬現在）
　令和 3年 3月から始まった工事も、ほぼ完了し、現在、各
機関による検査を受けています。3月中旬の竣工に向けて最終
段階です。
　新校舎完成後には、現校舎からの備品や新たに購入した備品
の搬入等を行い、4月から新校舎での学校生活が始まる予定です。

（校舎：西面）�

（普通教室）�

（校舎：北東面）� （玄関ホール）�

13 令和 4年 3月15日発行



令
和
令
和
44
年
度
軽
自
動
車
税
身
障
減
免

年
度
軽
自
動
車
税
身
障
減
免

（
締
切
日

（
締
切
日
55
月月
2424
日
）
日
）

　
障
害
者
の
方
等
が
所
有
す
る
軽
自
動

車
で
、
専
ら
障
害
者
の
方
の
た
め
に
継

続
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
、

次
の
要
件
に
該
当
し
、
期
日
ま
で
に
軽

自
動
車
税
の
減
免
手
続
き
を
さ
れ
た
方

は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
先
に
納
め
た
ら
減
免
で
き
ま
せ
ん
。

受
付
及
び
お
問
い
合
わ
せ
先

　
税
務
保
険
課

　
電
話 

6
7
6

－

1
1
1
5

　（
I
P
電
話 

2
0
0
5
）

　
広
野
支
所

　
電
話 

6
7
8

－

1
1
1
1

　（
I
P
電
話 

2
0
2
0
）

1 ．減免の対象となる障害の範囲

手
　
帳
　
の
　
種
　
類
　

身
体
障
害
者
手
帳
（
戦
傷
病
者
手
帳
）

障害区分 身体障害者手帳 戦傷病者手帳
級　　別 項　　症 款　　症

視覚障害（※１） 1 2 3 4の 1 特別 1 2 3 4
聴覚障害 2 3 特別 1 2 3 4
平衡機能障害 3 特別 1 2 3 4
音声機能障害（咽頭摘出） 3 特別 1 2
上肢不自由 1 2 特別 1 2 3
下肢不自由 1 2 3 4 5 6 特別 1 2 3 4 5 6 1 2 3
体幹不自由 1 2 3 5 特別 1 2 3 4 5 6 1 2 3
乳児期以前の非進行性 上肢 1 2
脳病変による運動機能障害 移動 1 2 3 4 5 6
心臓機能障害 1 3 特別 1 2 3
腎臓機能障害 1 3 特別 1 2 3
呼吸器機能障害 1 3 特別 1 2 3
ぼうこう又は直腸機能障害 1 3 特別 1 2 3
小腸機能障害 1 3 特別 1 2 3
免疫機能障害 1 2 3
肝臓機能障害 1 2 3

療育手帳（※ 2） 障害の程度A（重度障害者）の方のみ
精神障害者保健福祉手帳（※ 2） 障害等級 1級（自立支援医療受給者証（精神通院医療）を交付されている方）

《注意事項》
　減免は障害者の方等 1人について、普通車を含め、1台に限られます。
　網掛け部分■は障害者の方等本人の運転に限り減免できます。
　重複障害の場合は、個々の障害区分ごとに判定します。
　※ 1　視覚障害 4の 1は、両眼視力の和が0．09以上0．12以下の方です。
　※ 2　�療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の場合は、障害者本人の運転での減免はできません。精神障

害者保健福祉手帳は、自立支援医療受給者証（精神通院医療）が交付されている方に限ります。
2 ．対象車両（障がい者 1人につき 1台）
運転者 車両の所有者 用途
本人 本人 専ら障がい者のために使用

家族
【注 1】

本人
次の方は家族【注 1】所有可

①本人が18歳未満の者（H17.4.2以降生まれ）
②療育手帳該当者　　　③精神障害者　　   　

障害者の通院、通学、通所、通勤、生業又は週末帰省【注
2】のために、週 1回（月 4回）以上の使用

介護者
【注 3】

家族運転と同じ
［ただし、家族運転該当等級の障害者］ 障害者のためにのみ（継続して日常的に）使用

【注 1】家族とは、障害者と生計を一にする者で同居の親族のことをいいます。
【注 2】�通所・週末帰省による減免対象施設は、児童福祉施設、障害者総合支援法に基づき運営される施

設等に入所している方を施設と家庭間で送迎し、月 4回程度の使用実態が継続することです。
【注 3】�介護者は、身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳及び精神障害者保健福祉手帳のうち、いず

れかの交付を受けている者のみで構成される世帯の障害者を常時介護する者に限ります。
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3 ．申請に必要なもの
手帳の種類 必要な書類 本人運転 家族運転 介護者運転

身体障害者手帳
（戦傷病者手帳）

療育手帳

①障害者手帳 ○ ○ ○
②運転者の運転免許証 ○ ○ ○
③自動車検査証 ○ ○ ○
④印鑑 ○ ○ ○
⑤納税義務者の個人番号 ○ ○ ○
　家族運転の場合（住民記録の確認） ○
⑥通院・通学・通所・通勤・週末規制・生業証明書【注 2】 ○ ○

精神障害者
保健福祉手帳

上記②③④⑤及び
⑦精神障害者保健福祉手帳
⑧自立支援医療受給者証
　生計が一にする者か確認（住民記録の確認）

○ ○

介護者運転で
上記以外に
必要なもの

⑨障害者の方と介護者の方の住民票謄本【注 4】 ○
⑩誓約書 ○
⑪運行計画書（少なくとも 1年以上の間、週 3日程度以上の利用） ○

【備 1】手帳等令和 4年 4月 1日以前発行のものに限ります。
【注 4】住民票謄本については、町外在住の場合に限ります。

駐 在 所 だ よ り

15 令和 4年 3月15日発行



一定以上の所得のある方（75歳以上の方一定以上の所得のある方（75歳以上の方 等）の医療費の窓口負担割合が変わります等）の医療費の窓口負担割合が変わります
⃝ 2022 年（令和 4年）10月 1日から、　一定以上の所得のある方（75歳以上の方等）は、現役並
み所得者（窓口負担割合 3割）を除き、医療費の窓口負担割合が 2割になります。
⃝ 変更対象となる方は、後期高齢者医療の被保険者全体のうち約20%の方です。

見直しの背景
▪ 2022年度以降、団塊の世代が75歳以上となり始め、医療費の増大が見込まれています。
▪ 後期高齢者の医療費のうち、窓口負担を除いて約 4割は現役世代（子や孫）の負担（支援金）となっ
ており、今後も拡大していく見通しとなっています。
▪ 今回の窓口負担割合の見直しは、現役世代の負担を抑え、国民皆保険を未来につないでいくため
のものです。

後期高齢者医療制度に関するお知らせ�

2022年 9月30日まで
区分 医療費負担割合

現役並み所得者 3割

一般所得者等※ 1割

2022年10月 1日から
区分 医療費負担割合

現役並み所得者 3割

一般所得者等※ 1割

一定以上
所得のある方 2割 被保険者全体の

約20％

※住民税非課税世帯の方は基本的に1割負担となります。

75歳以上の後期高齢者の医療費の財源内訳（総額約18.4兆円）
※令和4年度予算案ベース

その他

公費（税金）（8.0兆円）

後期高齢者医療の保険料（1.5兆円）

窓口負担（1.5兆円）

現役世代からの支援金（6.9兆円）

75歳以上人口の増加 現役世代からの支援金の増加

1,880万人

2021年度 2025年度

2,180万人

6.8兆円

8.1兆円

2021年度 2025年度

約300万人増加
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一定以上の所得のある方（75歳以上の方一定以上の所得のある方（75歳以上の方 等）の医療費の窓口負担割合が変わります等）の医療費の窓口負担割合が変わります
窓口負担割合 2割の対象となるかどうかは主に以下の流れで判定します
　世帯の窓口負担割合が2割の対象となるかど
うかは、75歳以上の方※1の課税所得※2や年金収
入※3をもとに、世帯単位で判定します。（2021
年中の所得をもとに、2022年 8月頃から判定
が可能になり、9月頃に被保険者証を送ります）
※1　 後期高齢者医療の被保険者とは 75歳以上の方（65～

74歳で一定の障害の状態にあると広域連合から認定を
受けた方を含む）

※2　 「課税所得」とは住民税納税通知書の「課税標準」の額（前
年の収入から、給与所得控除や公的年金等控除等、　所
得控除（基礎控除や社会保険料控除等）等を差し引い
た後の金額）です。

※3　 「年金収入」には遺族年金や障害年金は含みません。
※4　 課税所得145万円以上で、医療費の窓口負担割合が 3

割の方。
※5　 「その他の合計所得金額」とは　事業収入や給与収入等

から、必要経費や給与所得控除等を差し引いた後の金
額のことです。

窓口負担割合が 2割となる方には　負担を抑える配慮措置があります
⃝ 2022年10月 1日の施行後 3年間（2025年 9月30日まで）は、2割負担となる方について、1
か月の外来医療の窓口負担割合の引き上げに伴う負担増加額を3,000円までに抑えます（入院の
医療費は対象外）。
※ 同一の医療機関での受診については、上限額以上窓口で支払わなくてよい取扱い。そうでない場合では、1か月の負担増を 3,000
円までに抑えるための差額を払い戻し。

⃝ 配慮措置の適用で払い戻しとなる方は、高額療養費として、事前に登録されている高額療養費の
口座へ後日払い戻します。

【配慮措置が適用される場合の計算方法】
例：1か月の医療費全体額が50,000円の場合
窓口負担割合 1割のとき ① 5,000円 負担増 ③（②－①） 5,000円
窓口負担割合 2割のとき ② 10,000円 窓口負担増の上限 ④ 3,000円

払い戻し等 （③－④） 2,000円
医療費窓口負担割合の見直しに関するお問い合わせは
徳島県後期高齢者医療広域連合088-677-3666または、神山町後期高齢者担当窓口088-676-1115
今回の制度改正の見直しの背景等に関するご質問は、厚生労働省コールセンター（0120-002-719）にお問い合わせください。

2 割負担となる方で高額療養費の口座が登録されていない方には
� 2022年 9月頃2022年 9月頃�に各都道府県の広域連合や市区町村から申請書を�郵送郵送�します

　申請書がお手元に届いたら、申請書に記載の内容に沿って、口座の登録をしてください。
ご注意ください！
■ 厚生労働省や地方自治体が、電話や訪問で口座情報登録をお願いすること
や、キャッシュカード、通帳等をお預かりすることは絶対にありません。
■ ATMの操作をお願いすることは絶対にありません。
■ 不審な電話があったときは、最寄りの警察署や警察相談専用電話（#9110）、
または消費生活センター（188）にお問い合わせください。

後期高齢者医療制度に関するお知らせ�

現役並み所得者※4に該当するか

世帯内75歳以上の方※1のうち
課税所得※2が28万円以上の方がいるか

世帯に75歳以上の方※1が
2人以上いるか

「年金収入※3+その他の
合計所得金額※5」の
合計が320万円以上か

「年金収入※3+その他の
合計所得金額※5」が
200万円以上か

該当する 該当しない

いる

1人だけ

いない

200万円
　　未満

200万円
　　以上

320万円
　　未満

320万円
　　以上

2人以上

世帯全員が

3割
世帯全員が

1割 1割 2割
世帯全員が

1割
世帯全員が

2割

書類は必ず
郵送で
お届けします

配慮措置
1か月5,000円の負担増を
3,000円までに抑えます。

徳島県後期高齢者
医療広域連合
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消防署だより

119 令和3年�令和3年�
� 神山消防署出動状況� 神山消防署出動状況

火　災
　令和 3年の神山町での火災発生件数は 3件でした。内訳は建物火災 1件、その他火災 1件、林
野火災 1件です。特に春先までは空気が乾燥し、たき火や失火など人的要因による林野火災が全国
的に多い時期です。火を使用する場合は、消火の準備を行い後始末もしましょう。火災は大切な生命・
財産を一瞬で奪ってしまいます。

火の取り扱いは十分に注意して下さい。

救　急
　令和 3年神山消防署の救急出動件数は194件あり、173名を搬送しました。
　ドクターヘリを要請した事案は11件、ドクターカーを要請した事案は 3件ありました。ドクター
ヘリを要請する事案は毎年十数件あり、ドクターヘリ離発着時には大変危険ですので、近寄らない
ようにお願いします。
　昨今、新型コロナウイルス感染症のまん延が危惧されています。救急隊が傷病者に対し流行地域
への移動歴、周囲の方に新型コロナウイルス感染者の有無及び接触を確認する事があります。医療
機関へ搬送する際には非常に重要な情報になりますのでご理解、ご協力よろしくお願いします。

事故種別搬送数事故種別搬送数
労災　1名 自損　1名

急病
96名一般

42名

交通
20名

転院　13名

地区別搬送数地区別搬送数
上分　15名

下分
34名

神領　66名

鬼籠野
19名

阿野
34名

石井　5名

傷病程度傷病程度

軽症
66名

中等症
80名

重症
19名

死亡　8名

傷病者年齢傷病者年齢
周産期　1名

成人
40名

高齢者
122名

乳児
1名

幼児
6名

神山消防署への連絡
・一般電話
� ……… 2676－1199
・ＩＰ電話
� ……………… 22119
・ＦＡＸ
� ……… 2676－1390
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詳しくは徳島北年金事務所　電話 088－655－0200
または住民課年金係　電話 088－676－1113（IP2003）までお問い合わせください。

国国 民民 年年 金金 だだ よよ りり

　国民年金は、20歳以上であれば、学生も加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本人の所得が一定額以下の場合、国民年
金保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、
専修学校及び各種学校（修業年限 1年以上である課程）に在学する学生等で、ご本人の前年
所得が次の計算式で計算した金額以下であることが条件です。

【所得の目安】128万円＋｛扶養親族等の数×38万円｝

　学生納付特例の承認期間は 4月から翌年 3月までとなりますが、承認を受けた次の年度も
在学予定である場合は、4月初めに再申請の用紙が届きます。
　引き続き、学生納付特例制度の申請をご希望の場合は、必要事項を記入の上、ご返送ください。

　学生納付特例制度により、令和 3年度に保険料納付を猶予されている方で、令和 4年度も
引き続き在学予定の方へ、3月末に基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例申
請書が送付されます。
　同一の学校に在学されている方は、このハガキに必要事項を記入して返送すれば、令和 4
年度の申請ができます。（この場合、在学証明書または学生証の写しの添付は不要です。）
　なお、令和 4年度は学生納付特例制度を利用せず、保険料の納付を希望される場合は、納
付書を作成してお送りします。お手数をおかけしますが、お近くの年金事務所にご連絡をお願
いします。

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

国民年金保険料学生納付特例の申請について
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健康づくりシリーズ○136

あなたの「便」はどうですか？
皆さん、自分の便を観察したことはありますか？単なる食べかすではないんです！
「便」と最近よく耳にする「腸内細菌」についてまとめてみました。

食事の内容によって腸内環境を変えることができます！
腸内細菌が生み出す短鎖脂肪酸で生活習慣病を防ぐことができます。

大腸

上行結腸上行結腸

横行結腸横行結腸
下行結腸下行結腸

Ｓ状結腸Ｓ状結腸
便がたまる便がたまる

直腸に便が入ると脳に刺激が直腸に便が入ると脳に刺激が
伝わり便意が起こる伝わり便意が起こる

肛門肛門

食べたものは…
↓
胃
↓
小腸
↓

大腸
↓
便

「便」は体内からの
「お便り」です。

正常な便の量は？ … 200ｇ

バナナ
1本分

2
0
0
g
の
便
の
な
か
み

重さ 内容 割合 はたらき

40g
全体の
20%

腸内細菌 1/3

人によって種類が異なる
→同じ人でも食事や体調によって変わる
腸内にいろんな腸内細菌（善玉・悪玉等）が花畑のように広が
り毎日入れ替わっている
病原体の侵入を防ぐ（バリア機能）

腸粘膜 1/3 新陳代謝によって、毎日つくり直されている
食べかす 1/3 消化・吸収できなかった残りカス

160g
全体の
80%

水分

200ｇの便のなかみは？？

お問い合わせ・健康に関するご相談は　神山町健康福祉課　676－1114　IP2004

腸内細菌は腸の中に
100兆個あり、食物
繊維を食べて、腸内
で発酵します。発酵
によって短鎖脂肪酸
が作られます。

短鎖脂肪酸のはたらき
①食欲を抑制→肥満予防
② インクレチンの分泌増加 
→糖尿病予防
③ アレルギーを抑える細胞
を増やす

毎日便が出ないという事
は腸内細菌の入れ替わり
がなく、細胞が活性化し
ません
↓
細胞ががん化するおそれ
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介護予防シリーズ○78

生活の困り事や介護に関することは、地域包括支援センターへお気軽にご相談ください
お問い合わせ：地域包括支援センター　電話：088－ 676－ 1185（IP　2031）

　加齢にともない、体の機能や認知機能などの心身の機能が低下した状態をフレイルといいます。
健康と介護が必要な状態（要介護状態）の間のような段階で、高齢者の多くがフレイルという段階
を経て要介護状態になります。
　これは、運動不足が原因だけでなく、高血圧や糖尿病などのコントロール不良（持病の悪化）や、
老化や社会参加の減少による衰えがフレイルを招く主な要因です。今回は、フレイル予防の食生活
のポイントをご紹介します。

【Friedらのフレイルの定義】
①体重減少
②疲労感
③活動度の減少
④身体機能の減弱（歩行速度の低下）
⑤筋力の低下（握力の低下）
3項目以上が当てはまればフレイル
1～ 2項目が当てはまればフレイル前段階

フレイルにならないために
～高齢期をおびやかすフレイルとは？～

＊＊＊フレイル予防の食生活のポイント＊＊＊
①1日 3食食べる
　�　体の中で筋肉が作られる割合が低くなるので 1日 3食食べましょう。
②主食、主菜、副菜をそろえた食事を
　�　一汁三菜を食事の基本とすると、必要な栄養素はバランス良くとれます。
③10食品を毎日食べよう
　�　魚、油、肉、牛乳、緑黄色野菜、海藻、芋、卵、大豆、果物を毎日食べると自然にさまざま
な栄養素がとれます。
④たんぱく質を意識して食べよう
　●たんぱく質を食べた後の運動が効果的に筋肉をつけます
　　�たんぱく質が十分に供給されない空腹時に運動をすると筋たんぱく合成よりも分解の方が進

み、たんぱく質量が低下します。
　●たんぱく質をとることで高齢者の健康が維持されます
　　�骨格筋量、筋力、身体機能は、たんぱく質摂取量と強く関連します。
　●高齢者は良質なたんぱく質を毎食25～30g摂取することが必要です
　　�たんぱく質摂取量が少なくなるにつれ、四肢骨格筋量が減少するので、しっかり食べること

が必要になってきます。（ 1日のめやす：肉50g、魚50～70g、卵50g、牛乳200ml、大豆
製品100g）

※巻末の「ヘルスメイトおすすめ！ヘルシー料理」も参考にしてください。

たんぱく質のおかずの 1日のめやす
  （焼き鳥 2本、かつおのたたき 3切れ、ゆで卵 1個、牛乳 1杯、冷や奴 1／ 4丁）

広報かみやま No.339 24



神山町と神山まるごと高専（仮称） �  第 1 号

～～ まちが高専に期待すること  まちが高専に期待すること ～～
　令和元年 6月に神山まるごと高専（仮称）設立プロジェクトが発表され、順調に進めば開校
まで残り 1年となりました。神山町はプロジェクト発表当時から全面的に協力するという立場
を取ってきました。今後も高専に期待するところが大きいため、様々な情報を収集し、本誌な
どを通じて町民にお知らせしていきたいと思います。

　このように、高専プロジェクトによってたくさんの可能性が生まれると期待しています。まち
を将来世代につなぐことを目指す神山町にとって本プロジェクトは大きなチャンスです。今後も
広報などで状況や課題などを皆様にお伝えしていきます。

〇人口の減少の抑制
　現在の神山町の人口は約4,978人（令和 4年
1月 1日現在）です。成り行きでは2060年に
1,407人まで減少する推計となっています。高
専ができると15歳から20歳までの若い学生、
教師や職員などの働き盛り世代200人以上が町
で暮らすことになります。

〇進学先の選択肢が増える
　中学校卒業後の町内の進路に城西高校神山校
に加え、まるごと高専という選択肢が増えるこ
とになります。町内に進学するということは、
地域との関係性が継続することにもつながりま
す。

〇町内の経済循環
　200人以上の学生と教職員が暮らすというこ
とは、商店で買い物をしたり、食事をしたり、
仕事が生まれることに結びつきます。また、フー
ドハブ・プロジェクトと協働して毎食200人の
給食を可能な限り地域の食材で提供すること
で、まちの農業にもよい影響があると考えられ
ます。

〇町民との交流
　課外活動などで地域の人と接することで、新
しい取り組みや活動が生まれ、地域に活力がわ
いてくることを期待しています。

〇最新テクノロジーの活用
　高専で学ぶ最新の技術やデザイン、起業家精
神を活かして町内の産業に活用できたり、新た
な産業が生まれることを期待します。

〇応援してくださる方々との関係
　本プロジェクトは、全国からたくさんの方々
に応援していただいています。企業からは高専
プロジェクト以外でも協働できることがあれば
といった声があります。高専やまちを応援して
くれる方々との関係によって新しい展開が期待
されます。

年度
個人版ふるさと納税 企業版ふるさと納税
件数 金額 件数 金額

令和元年度 9 14,860,000 0 0
令和 2年度 42 69,261,000 5 205,000,000
令和 3年度
（令和4年 3月4日時点） 87 333,499,000 33 962,950,000

25 令和 4年 3月15日発行



﹁
働
く
﹂
を
考
え
る

担
任
の
先
生
の
思
い

　
立
志
式
に
向
け
、
総
合
学
習
の
時
間
「
か
み
や
ま
タ
イ
ム
」
で
、

中
学
生
が
将
来
を
考
え
る
た
め
に
、
多
様
な
大
人
と
出
会
い
、
話

を
聞
き
、
一
緒
に
働
く
機
会
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
城
西
高
校
神
山
校
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
経
験
の
あ
る
神
山
つ
な

ぐ
公
社
の
梅
田
學
が
、
中
学
校
の
先
生
の
思
い
を
汲
み
な
が
ら
、

一
連
の
授
業
に
伴
走
し
ま
し
た
。

　梅
田
　授
業
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
４
月
に
、
担
任
の
都
留
先
生
、

中
南
先
生
に
立
志
式
や
総
合
学
習
の
授
業
を
ど
ん
な
時
間
に
し
た

い
か
、
と
聞
く
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
ま
し
た
。

　お
二
人
か
ら
は
、「
今
、
将
来
の
こ
と
に
興
味
が
な
い
、
イ
メ
ー

ジ
を
持
て
な
い
と
い
う
生
徒
も
、
気
持
ち
が
動
く
き
っ
か
け
に
な

る
と
い
い
」「
今
の
神
山
は
、
自
分
た
ち
が
中
学
生
の
頃
よ
り
、

幅
広
い
選
択
肢
を
与
え
ら
れ
る
環
境
が
あ
る
。
学
校
の
先
生
だ
け

で
な
く
、
ま
ち
の
大
人
、
小
学
生
、
高
校
生
と
話
す
な
か
で
、
将

来
に
つ
い
て
考
え
て
欲
し
い
」「
原
稿
を
間
違
い
な
く
読
め
た
で

は
な
く
、『
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ
と
が
言
え
た
。
こ
れ
か
ら
頑

張
ろ
う
』
と
思
え
る
立
志
式
に
し
て
あ
げ
た
い
」
と
い
っ
た
思
い

を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　お
二
人
と
話
し
合
い
を
重
ね
、「
多
様
な
大
人
と
出
会
い
、
人

生
観
が
広
が
る
」「
自
分
の
将
来
へ
の
思
い
が
溢
れ
る
ぐ
ら
い
豊

か
な
体
験
が
で
き
る
」
そ
ん
な
授
業
を
つ
く
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　　
ま
ち
の
方
々
の
協
力
の
も
と
、
い
く
つ
か
の
取
り
組
み
を
し
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
中
の
３
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

 

１
　
町
内
バ
ス
ツ
ア
ー

　
ま
ず
、
ま
ち
の
様
子
を
知
る
た
め
、
役
場
と
協
力
し
、
中
学
生

向
け
の
町
内
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
行
っ
て
み
た
い
場
所
を
知
る
た
め
、
役
場
職
員
も
授

業
に
参
加
し
、
中
学
生
と
話
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
行
き
先
は
、
中
学
生
の
希
望
だ
け
で
な
く
、
先
生
の
知
っ
て
ほ

し
い
職
場
と
し
て
、
ま
ち
を
支
え
て
き
た
林
業
、
農
業
関
係
の
事

　神
山
つ
な
ぐ
公
社
の
馬
場
達
郎
で
す
。
神
山
中
学
校

で
は
、
２
年
生
が
、
自
分
と
向
き
合
い
、
将
来
の
目
標

や
夢
を
描
き
、
発
表
す
る
「
立
志
式
」
が
、
伝
統
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　式
で
素
晴
ら
し
い
発
表
を
し
た
生
徒
た
ち
が
、
そ
の

間
に
何
を
感
じ
た
か
、
そ
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た

大
人
た
ち
の
熱
い
思
い
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

中
学
生
の
言
葉

業
所
も
入
れ
ま
し
た
。
２
つ
の
コ
ー
ス
を
提
案
し
、
自
分
の
興
味

関
心
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　　
生
徒
か
ら
は
、「『
失
敗
を
恐
れ
ず
に
、
な
ん
で
も
や
る
。』
と

い
う
言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
」
と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

２
　職
場
体
験

　「
自
分
の
将
来
へ
の
思
い
が
溢
れ
る
ぐ
ら
い
豊
か
な
体
験
」
に

な
る
よ
う
、
中
学
生
の
「
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
声
を
大
切
に
、

先
生
と
一
緒
に
、
ま
ち
の
事
業
所
に
受
け
入
れ
を
依
頼
。
新
た
に
、

協
力
し
て
く
れ
る
事
業
所
も
増
え
、
１
６
の
事
業
所
に
受
け
入
れ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
体
験
後
に
は
「
職
場
体
験
を
す
る
前
は
、
働
く
こ
と
に
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
い
ざ
仕
事
を
し
て
み
る
と
、

夢
中
に
な
る
ぐ
ら
い
楽
し
か
っ
た
で
す
」
な
ど
、
働
く
こ
と
に
前

向
き
な
言
葉
が
増
え
ま
し
た
。

梅
田
　高
校
生
や
、
中
学
生
と
話
し
て
い
て
、
仕
事
で
失
敗
す
る

こ
と
へ
の
恐
れ
を
多
々
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
ち
で
学
ぶ

こ
と
を
通
し
て
、
や
っ
て
み
る
こ
と
、
失
敗
す
る
か
ら
次
に
成
功

が
あ
る
こ
と
を
も
っ
と
感
じ
て
欲
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
３
　
経
験
を
言
葉
に
す
る
授
業

　
立
志
式
に
向
け
て
こ
れ
ま
で
の
体
験
を
も
と
に
自
分
の
感
じ
た

こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
言
葉
に
す
る
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。

　
大
人
で
も
難
し
い
、
け
れ
ど
、
と
て
も
大
事
な
こ
の
作
業
を
、

記
者
と
し
て
、
２
万
人
以
上
の
方
を
取
材
さ
れ
た
、
町
内
に
住
む

言
葉
の
専
門
家 

中
村
明
美
さ
ん
に
、
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、「
将
来
、
私
は
こ
ん
な
ふ
う
に

生
き
て
い
き
た
い
。」
が
順
を
追
っ
て
考
え
ら
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
つ
く
り
、
気
持
ち
の
言
語
化
が
進
み
ま
し
た
。

下
窪
春
花
さ
ん
　か
ま
パ
ン
の
笹
川
さ
ん
か
ら
、
学
校
や
大
人
が

教
え
て
く
れ
る
こ
と
が
全
て
正
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
話
を

聞
き
ま
し
た
。
大
人
の
考
え
や
学
校
で
勉
強
す
る
こ
と
が
絶
対
に

正
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　ブ
ッ
ダ
カ
フ
ェ
の
ロ
ー
ソ
ン
さ
ん
か
ら
は
、
ひ
と
つ
の
仕
事
を

ず
っ
と
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
複
数
の
仕
事
を
し
て
い
る
話
を

聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
一
つ
の
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
っ
て
い
け
ど
、
自
分
が
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
、
決
め

た
こ
と
で
あ
れ
ば
、
一
つ
の
仕
事
を
ず
っ
と
続
け
な
く
て
も
い
い

の
か
な
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　

　た
く
さ
ん
の
大
人
の
話
を
聞
い
て
、

自
分
が
ど
う
し
た
い
か
、
ど
う
生
活

し
た
い
か
を
考
え
て
、
そ
れ
を
実
現

さ
せ
る
こ
と
が
本
当
に
大
切
な
ん
だ

な
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
梅
田
　一
連
の
授
業
を
終
え
て
、
先
生
か
ら
「
ツ
ア
ー
先
や
職
場

体
験
先
の
選
定
に
生
徒
の
希
望
が
反
映
さ
れ
て
、
こ
れ
ま
で
よ
り

意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
た
」
と
コ
メ
ン

ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　　大
人
が
つ
く
っ
た
学
習
の
機
会
よ
り
、
自
分
の
興
味
関
心
ご
と

か
ら
の
学
び
は
よ
り
多
い
は
ず
で
す
。

　個
々
人
が
自
分
の
希
望
や
興
味
関
心
を
安
心
し
て
言
葉
に
で

き
、
そ
れ
を
ま
ち
の
大
人
が
喜
ん
で
応
援
す
る
、
そ
ん
な
場
や
授

業
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
体
験
が
増
え
る
と
、
神

山
が
彼
ら
の
心
の
中
に
自
然
と
残
っ
て
い
く
気
が
す
る
ん
で
す
。

　今
の
中
学
生
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
時
の
中
学
生
を

全
力
で
応
援
し
て
欲
し
い
。
町
内
か
ら
で
も
、
町
外
か
ら
で
も
。

　そ
ん
な
循
環
が
で
き
て
い
く
よ
う
に
、
中
学
生
と
、
先
生
と
、

ま
ち
の
皆
さ
ん
と
、
丁
寧
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

下窪春花さん

　子
ど
も
た
ち
の
描
く
未
来
に
、
身
近
な
大
人
の
存
在

の
影
響
の
大
き
さ
を
感
じ
、
背
筋
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

い
き
い
き
と
働
く
姿
を
見
せ
ら
れ
る
大
人
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　（神
山
つ
な
ぐ
公
社
・
馬
場
）
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向
け
の
町
内
バ
ス
ツ
ア
ー
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
中
学
生
の
行
っ
て
み
た
い
場
所
を
知
る
た
め
、
役
場
職
員
も
授

業
に
参
加
し
、
中
学
生
と
話
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
行
き
先
は
、
中
学
生
の
希
望
だ
け
で
な
く
、
先
生
の
知
っ
て
ほ

し
い
職
場
と
し
て
、
ま
ち
を
支
え
て
き
た
林
業
、
農
業
関
係
の
事

　神
山
つ
な
ぐ
公
社
の
馬
場
達
郎
で
す
。
神
山
中
学
校

で
は
、
２
年
生
が
、
自
分
と
向
き
合
い
、
将
来
の
目
標

や
夢
を
描
き
、
発
表
す
る
「
立
志
式
」
が
、
伝
統
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　式
で
素
晴
ら
し
い
発
表
を
し
た
生
徒
た
ち
が
、
そ
の

間
に
何
を
感
じ
た
か
、
そ
し
て
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た

大
人
た
ち
の
熱
い
思
い
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

中
学
生
の
言
葉

業
所
も
入
れ
ま
し
た
。
２
つ
の
コ
ー
ス
を
提
案
し
、
自
分
の
興
味

関
心
に
合
わ
せ
て
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　　
生
徒
か
ら
は
、「『
失
敗
を
恐
れ
ず
に
、
な
ん
で
も
や
る
。』
と

い
う
言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
る
」
と
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

２
　職
場
体
験

　「
自
分
の
将
来
へ
の
思
い
が
溢
れ
る
ぐ
ら
い
豊
か
な
体
験
」
に

な
る
よ
う
、
中
学
生
の
「
や
っ
て
み
た
い
」
と
い
う
声
を
大
切
に
、

先
生
と
一
緒
に
、
ま
ち
の
事
業
所
に
受
け
入
れ
を
依
頼
。
新
た
に
、

協
力
し
て
く
れ
る
事
業
所
も
増
え
、
１
６
の
事
業
所
に
受
け
入
れ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
体
験
後
に
は
「
職
場
体
験
を
す
る
前
は
、
働
く
こ
と
に
マ
イ
ナ

ス
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
い
ざ
仕
事
を
し
て
み
る
と
、

夢
中
に
な
る
ぐ
ら
い
楽
し
か
っ
た
で
す
」
な
ど
、
働
く
こ
と
に
前

向
き
な
言
葉
が
増
え
ま
し
た
。

梅
田
　高
校
生
や
、
中
学
生
と
話
し
て
い
て
、
仕
事
で
失
敗
す
る

こ
と
へ
の
恐
れ
を
多
々
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
ち
で
学
ぶ

こ
と
を
通
し
て
、
や
っ
て
み
る
こ
と
、
失
敗
す
る
か
ら
次
に
成
功

が
あ
る
こ
と
を
も
っ
と
感
じ
て
欲
し
い
な
と
思
い
ま
す
。

　
３
　
経
験
を
言
葉
に
す
る
授
業

　
立
志
式
に
向
け
て
こ
れ
ま
で
の
体
験
を
も
と
に
自
分
の
感
じ
た

こ
と
、
考
え
た
こ
と
を
言
葉
に
す
る
時
間
を
持
ち
ま
し
た
。

　
大
人
で
も
難
し
い
、
け
れ
ど
、
と
て
も
大
事
な
こ
の
作
業
を
、

記
者
と
し
て
、
２
万
人
以
上
の
方
を
取
材
さ
れ
た
、
町
内
に
住
む

言
葉
の
専
門
家 

中
村
明
美
さ
ん
に
、
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
事
前
に
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、「
将
来
、
私
は
こ
ん
な
ふ
う
に

生
き
て
い
き
た
い
。」
が
順
を
追
っ
て
考
え
ら
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
を
つ
く
り
、
気
持
ち
の
言
語
化
が
進
み
ま
し
た
。

下
窪
春
花
さ
ん
　か
ま
パ
ン
の
笹
川
さ
ん
か
ら
、
学
校
や
大
人
が

教
え
て
く
れ
る
こ
と
が
全
て
正
し
い
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
話
を

聞
き
ま
し
た
。
大
人
の
考
え
や
学
校
で
勉
強
す
る
こ
と
が
絶
対
に

正
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　ブ
ッ
ダ
カ
フ
ェ
の
ロ
ー
ソ
ン
さ
ん
か
ら
は
、
ひ
と
つ
の
仕
事
を

ず
っ
と
し
て
い
る
わ
け
で
な
く
、
複
数
の
仕
事
を
し
て
い
る
話
を

聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
一
つ
の
仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
大

切
だ
と
思
っ
て
い
け
ど
、
自
分
が
や
っ
て
み
た
い
と
思
い
、
決
め

た
こ
と
で
あ
れ
ば
、
一
つ
の
仕
事
を
ず
っ
と
続
け
な
く
て
も
い
い

の
か
な
と
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
　

　た
く
さ
ん
の
大
人
の
話
を
聞
い
て
、

自
分
が
ど
う
し
た
い
か
、
ど
う
生
活

し
た
い
か
を
考
え
て
、
そ
れ
を
実
現

さ
せ
る
こ
と
が
本
当
に
大
切
な
ん
だ

な
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　
梅
田
　一
連
の
授
業
を
終
え
て
、
先
生
か
ら
「
ツ
ア
ー
先
や
職
場

体
験
先
の
選
定
に
生
徒
の
希
望
が
反
映
さ
れ
て
、
こ
れ
ま
で
よ
り

意
欲
的
に
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
た
」
と
コ
メ
ン

ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　　大
人
が
つ
く
っ
た
学
習
の
機
会
よ
り
、
自
分
の
興
味
関
心
ご
と

か
ら
の
学
び
は
よ
り
多
い
は
ず
で
す
。

　個
々
人
が
自
分
の
希
望
や
興
味
関
心
を
安
心
し
て
言
葉
に
で

き
、
そ
れ
を
ま
ち
の
大
人
が
喜
ん
で
応
援
す
る
、
そ
ん
な
場
や
授

業
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
体
験
が
増
え
る
と
、
神

山
が
彼
ら
の
心
の
中
に
自
然
と
残
っ
て
い
く
気
が
す
る
ん
で
す
。

　今
の
中
学
生
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
は
、
そ
の
時
の
中
学
生
を

全
力
で
応
援
し
て
欲
し
い
。
町
内
か
ら
で
も
、
町
外
か
ら
で
も
。

　そ
ん
な
循
環
が
で
き
て
い
く
よ
う
に
、
中
学
生
と
、
先
生
と
、

ま
ち
の
皆
さ
ん
と
、
丁
寧
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

下窪春花さん

　子
ど
も
た
ち
の
描
く
未
来
に
、
身
近
な
大
人
の
存
在

の
影
響
の
大
き
さ
を
感
じ
、
背
筋
を
伸
ば
し
ま
し
た
。

い
き
い
き
と
働
く
姿
を
見
せ
ら
れ
る
大
人
で
あ
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　（神
山
つ
な
ぐ
公
社
・
馬
場
）
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モ
ノ
ス
ト
ッ
ク
と
は
？

　
モ
ノ
ス
ト
ッ
ク
は
、
空
き
家
片
付
け

で
出
る
不
用
品
を
リ
ユ
ー
ス
す
る
た
め

の
倉
庫
で
す
。
古
く
て
も
ま
だ
使
え
そ

う
な
家
具
家
電
、食
器
、古
道
具
な
ど
、

様
々
な
モ
ノ
を
保
管
し
て
い
ま
す
。
倉

庫
の
モ
ノ
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る

オ
ー
プ
ン
デ
ー
を
、
町
内
在
住
・
在
勤

の
方
を
対
象
に
、
定
期
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。
な
お
、
ご
家
庭
か
ら
出
た
不
用

品
の
引
き
取
り
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の

で
、
持
ち
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

今
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　
約
2
年
前
に
移
住
し
、
ス
キ
ー
ラ
ン

ド
の
配
食
サ
ー
ビ
ス「
m
a
c
o
s（
ま

こ
す
）」
で
働
き
な
が
ら
狩
猟
を
始
め

た
飯
沼
謙
太
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

〈
移
住
の
き
っ
か
け
〉

　
神
山
に
遊
び
に
来
た
時
、
す
み
は
じ

め
住
宅
「
寄
井
の
家
」
の
話
を
聞
き
ま

し
た
。
当
時
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
し
て
お
り
、
仕
事
は
ど
こ
で

も
続
け
ら
れ
る
し
住
む
環
境
を
変
え
て

み
よ
う
と
思
っ
て
入
居
し
て
み
ま
し

た
。寄
井
の
家
に
約
1
年
暮
ら
し
た
後
、

阿
川
で
家
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
た
の

で
引
っ
越
し
ま
し
た
。

〈
お
仕
事
に
つ
い
て
〉

　
m
a
c
o
s
で
お
弁
当
配
達
の
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
阿
野
・
鬼
籠
野
地
区

を
担
当
し
て
お
り
、
9
時
に
出
勤
し
て

昼
食
を
配
達
、
2
時
間
ほ
ど
の
休
み
の

後
夕
食
を
配
り
ま
す
。
町
内
各
所
を
車

で
ま
わ
る
の
も
好
き
だ
し
、
配
達
先
の

お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
話

を
す
る
の
は
楽
し
く
て
、
今
後
も
続
け

て
い
き
た
い
で
す
。
今
は
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
の
仕
事
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
話

を
訊
く
経
験
は
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
で
す
。

〈
神
山
で
の
暮
ら
し
〉

　
配
達
の
休
み
時
間
に
何
か
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
、
昨
年
狩
猟
免
許
を

取
り
ま
し
た
。
秋
・
冬
の
猟
期
は
罠
を

仕
掛
け
た
山
を
毎
日
見
回
り
、
獲
物
が

か
か
っ
て
い
た
ら
な
る
べ
く
早
く
仕
留

め
ま
す
。
日
々
見
て
い
る
と
獣
の
跡

が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

り
、
猟
友
会
で
出
会
っ
た
師
匠

に
習
い
な
が
ら
自
分
で
も
鹿
や

猪
を
獲
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
せ
っ
か
く
獲
っ
た
動

物
は
き
ち
ん
と
頂
き
た
く
、
晩

御
飯
に
仕
留
め
た
お
肉
で
自
炊

す
る
の
が
日
課
で
す
。

　
狩
猟
も
2
シ
ー
ズ
ン
経
験
す

る
と
有
害
鳥
獣
駆
除
員
に
挑
戦

で
き
ま
す
。
そ
う
す
る
と
報
酬
を
得
て

通
年
の
猟
が
可
能
に
な
る
の
で
、
装
備

を
充
実
さ
せ
て
本
格
的
な
猟
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。
今
は
お
肉
を

売
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
も
し
神

山
に
も
食
肉
と
し
て
処
理
で
き
る
施
設

が
あ
っ
た
ら
い
い
な
と
も
思
い
ま
す
。

〈
今
後
の
抱
負
〉

　
町
内
で
出
会
っ
た
ご
縁
で
春
か
ら
は

バ
ー
テ
ン
ダ
ー
の
仕
事
も
す
る
こ
と
に

な
り
、
飲
食
業
の
勉
強
を
始
め
た
と
こ

ろ
で
す
。
神
山
に
来
て
か
ら
は
、
そ
の

時
に
出
会
っ
た
も
の
を
頑
張
っ
て
き
て

自
然
と
今
に
至
り
ま
す
。
好
き
な
こ
と

を
す
る
と
ま
で
は
言
い
ま
せ
ん
が
、
嫌

な
こ
と
は
し
な
い
こ
と
を
心
が
け
て
生

活
し
た
い
で
す
。

空き家から出るモノを再利用
「モノストック」オープンデー

  3 ／25（金）9時～12時
 4 ／16（土）9時～12時
神領青井夫・旧国道沿い

飯
いい
沼
ぬま
　謙
けん
太
た
　小松島市出身

阿野地ノ平在住

新
規
移
住
相
談
件
数

12
月
…
10
件

1
月
…
11
件

◦�
移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り�

◦

お問合せ
☎676-1177
IP:�2028

NPO
グリーンバレーの
伊藤・吉田が
お届けします。
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連
載
「
ま
ち
の
外
で
生
き
て
ま
す
」

は
、
神
山
町
出
身
者
の
今
を
紹
介
し
ま

す
。
町
外
か
ら
の
お
手
紙
の
よ
う
な
感

覚
で
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
。

―
中
学
時
代
ま
で
を

　
　
　
　
過
ご
し
た
神
山

生
ま
れ
た
の
は
下
分
。
当
時
、
下
分

に
は
神
山
町
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
が

あ
っ
て
、
そ
こ
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
下

分
保
育
所
、
下
分
小
学
校
、
神
山
中
学

校
に
進
学
。
中
学
校
は
寮
生
活
。
そ
れ

ま
で
仲
が
良
か
っ
た
先
輩
が
劇
的
に
怖

く
な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
（
笑
）。

立
志
式
の
夢
は
「
大
工
さ
ん
に
な

る
」。
実
家
が
工
務
店
で
、
も
の
づ
く

り
の
仕
事
を
側
で
見
て
い
た
の
で
自
然

と
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
か

な
。
中
学
卒
業
後
は
、
阿
南
高
専
の
建

設
シ
ス
テ
ム
工
学
科
に
進
学
。
高
専
も

寮
だ
っ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。
15

歳
か
ら
20
歳
の
仲
間
が
一
緒
に
過
ご
し

て
い
る
の
で
、
そ
り
ゃ
楽
し
い
で
す
よ

ね
（
笑
）。

―
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
る
仕
事

就
職
活
動
の
こ
ろ
は
、
ち
ょ
う
ど
明

石
海
峡
大
橋
が
で
き
た
と
き
。
橋
が
で

き
て
関
西
と
徳
島
が
か
な
り
近
く
な
っ

て
、
便
利
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
橋
梁
や
ド
ー
ム

の
屋
根
な
ど
専
門
的
な
構
造
物
を
つ
く

る
会
社
、
宮
地
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に

就
職
。
今
、
勤
続
20
年
で
、
こ
れ
ま
で

20
府
県
の
現
場
で
主
に
橋
梁
を
架
け
る

仕
事
を
し
ま
し
た
。
京
都
か
ら
神
山
に

帰
る
と
き
に
は
自
分
が
架
け
た
橋
を
い

く
つ
か
通
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
も

「
父
ち
ゃ
ん
の
現
場
や
な
」っ
て
分
か
っ

て
い
ま
す
。
形
に
残
る
面
白
い
仕
事
で

す
よ
ね
。
毎
日
目
に
見
え
て
成
果
が
現

れ
る
こ
と
、
自
分
が
準
備
し
た
こ
と
に

対
し
て
形
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
こ
と
や
、

仲
間
み
ん
な
で
一
緒
に
も
の
づ
く
り
を

す
る
の
も
面
白
い
で
す
。

―
こ
れ
か
ら
の
夢
・
目
標

マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
出
る
こ
と
。

2
0
2
0
年
の
夏
頃
か
ら
め
っ
ち
ゃ
走
っ

て
い
る
ん
で
す
よ
。
し
ば
ら
く
大
会
が
な

か
っ
た
の
で
、
今
年
は
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に

出
る
の
が
目
標
。
4
2
・
1
9
5
㎞
走
れ

る
か
っ
て
い
う
の
を
試
し
た
い
で
す
。
去

年
、
息
子
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
走
っ
て
い

る
理
由
で
、
14
歳
に
な
る
上
の
子
た
ち
が

小
さ
い
こ
ろ
に
遊
ん
だ
こ
と
と
同
じ
よ
う

に
や
っ
て
あ
げ
な
い
と
あ
か
ん
で
し
ょ

（
笑
）。
足
腰
鍛
え
と
き
た
い
。
そ
れ
も
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

と
、
何
と
い
っ
て
も
徳
島
で
橋
を
架
け
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　

12
歳
で
寮
に
入
っ
て
、
親
と
離
れ
る

の
は
不
安
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

（
神
山
中
学
校
2
年
生
）

　

兄
や
近
所
の
先
輩
、
友
達
も
多
く

寮
に
入
っ
て
い
た
の
で
不
安
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
自
分
が
親
に
な
っ
て
初

め
て
気
づ
き
ま
し
た
が
、
本
人
の
不
安

よ
り
親
の
不
安
の
方
が
大
き
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

白
土
さ
ん
に
と
っ
て
働
く
と
は
ど

う
い
う
こ
と
で
す
か
？

（
神
山
中
学
校
2
年
生
）

　

一
言
で
い
う
と
、
自
己
研
鑽(

ス

キ
ル
ア
ッ
プ
、
自
分
磨
き)

で
す
。
成

長
過
程
に
お
い
て
超
え
る
べ
き
壁
が
違

う
と
思
い
ま
す
が
、
今
で
も
神
山
中
学

校
で
教
わ
っ
た
『
や
り
遂
げ
る
』
の
精

神
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
自
分
に
与
え

ら
れ
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
楽
し
み
な
が
ら

ク
リ
ア
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
を
く
れ
た
中
学
生
の
み
な
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

や
ま
ま
ち
編

集
部
は
、
神
山

町
出
身
者
5

人
（
大
家
孝
文

さ
ん
・
大
南
真

理
子
さ
ん
・
白

桃
里
美
さ
ん
・

中
川
麻
畝
さ
ん
・
海
老
名
和
さ
ん
）
か

ら
な
る
編
集
部
。「
遠
く
で
暮
ら
し
て

い
て
も
神
山
に
関
わ
る
こ
と
が
出
来
れ

ば
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
本
連
載
の
企

画
・
制
作
を
担
い
ま
す
。

し
ら
つ
ち　

ふ
み
ひ
さ

白
土 

文
久
さ
ん

（
下
分
出
身
・
京
都
府
長
岡
京
市
在
住
・
40
歳
）
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【作り方】
①�人参とりんごは 2㎜厚さのいちょう切りにする。玉ね
ぎはみじん切りにする。
②�耐熱ボウルに人参とオレンジジュースを入れふんわり
とラップをかけ、600Wの電子レンジで 3分加熱する。
熱いうちにりんごを加え混ぜ再びラップをし、5分置
く。りんごがしんなりしたら玉ねぎとカッコの調味料
を加え混ぜる。
③�①を冷蔵庫で30分以上置き冷やす。器に盛り、みじん
切りにしたパセリと粗く刻んだナッツをふる。

●ワンポイントアドバイス
　冷やしたほうが美味しいので、作り置きしてナッツは食べる時に足すようにしてください。今回の材料
には体を酸化から守ってくれる抗酸化物質が多く含まれています。りんごは是非、皮ごと使ってください。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

ヘルスメイトおすすめ！ヘルシー料理

栄養価1人分：エネルギー119kcal、たんぱく質1.1g、脂質8.0g、
塩分0.1g（※50％低減食塩を使用するとさらに減塩）

減塩シリーズ！★人参とりんごのサラダ★

【材料：4人分】
人参�� �180g
りんご�� �1 ／ 4個
オレンジジュース�� �65㏄
玉ねぎ�� �50g

オリーブ油�� �大さじ 2
酢�� �大さじ 2
塩・こしょう�� �各少々
パセリ�� �適量
ミックスナッツ�� �15g

　令和 4年 2月14日に東十美子さんが、令
和 4年 3 月 1 日に赤木利太郎さんが100歳
のお誕生日を迎えられました。心からお慶び
申し上げます。
　お誕生日には、祝い状と記念品の贈呈がそ
れぞれ行われました。
　町内の100歳以上の方は、7人となりました。
　これからも、ますますお元気でいらっしゃ
いますようお祈り申し上げます。

祝 100 歳
心よりお慶び申し上げます

「令和3年度�「令和3年度�
� 山地災害防止標語コンクール入賞」� 山地災害防止標語コンクール入賞」
　一般社団法人日本治山治
水協会が主催する、令和 3
年度山地災害防止標語コン
クールで、神領小学校 6年
の橋本　篤さんが第 3席の
奨励賞（（一社）日本治山
治水協会長賞）に選ばれま
した。
　同協会の標語コンクール
は、山地災害の未然防止、
森林や治山事業の効果、防
災意識の高揚などを広く国民に呼びかけることをテー
マとして、毎年実施されております。
　橋本さんの作品

「植樹して、小さな苗に未来をたくす」「植樹して、小さな苗に未来をたくす」
は、「植樹してすぐの小さな苗木が、のちに大木となり、
更に森林へとなっていき、樹木の力によって、地域住
民の生活を守っていくことを期待する」作品です。
　今年度の標語コンクールには、全国から3,564作品、
徳島県から597作品の出品があり、受賞は、最優秀賞
1点、優秀賞 5点、奨励賞 5点で、その中で、徳島県
から 1名の入賞でした。

※入賞した　橋本さん（左）
神領小学校　楠校長（右）

▲東十美子さん

▲赤木利太郎さん
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